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会議の名称 第３期第８回戸田市男女共同参画推進委員会 

開 催 令和４年９月１日（木）を期限として書面会議を開催 

委員氏名  □前野 裕子   □茂呂 理絵  ◎□林 公子 

 □田口 香代子  □向井 由記子 〇□結城 剛志 

 □大沼 公子    □長谷川 正和  □横田 秀子 

□生天目 央子  □引田 亨    □本田 健 

□井上 明美  

（ ◎委員長 ○副委員長 ) 

( □書面議決書提出 ■書面議決書未提出 ) 

事 務 局 峰岸課長 町田主幹 茂木主事 

議 題 

（１）第五次戸田市男女共同参画計画の進捗報告について 

 

（２）パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度におけるパブ

リック・コメントの結果について 

 会議内容  詳細は別紙のとおり 

 会 議 資 料 別紙のとおり 
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第３期第８回戸田市男女共同参画推進委員会 

書面会議における質問に対する回答 
 
（１）第五次戸田市男女共同参画計画の進捗報告について 

委員からの質問 回答 

引き続き取り組みを進めてください。 ご意見のとおり引き続き取り組みを進め

てまいります。 

令和４年度からＤＶ担当がくらし安心課

となるとの事ですが、中学校のデートＤＶ

防止講演会も少しずつ多く実施出来ている

様子ですので、引継ぎし、連携をしながら

続けていただきたい。なぜ担当が変わるの

ですか？ 

Ｂ評価とされているものはもう少し努力

してＡ評価までに（高めてほしい）。 

あいパルが男女共同参画の推進拠点であ

ることを知っている人と戸田市男女共同参

画推進条例を知っている人の調査結果をお

知らせ下さい。 

中学校のデートＤＶ防止講演会につきま

しては、適切に引継ぎを行い、取り組んで

まいります。 

ＤＶ相談につきましては、令和３年度ま

では福祉保健センターで行っておりました

が、相談窓口の一元化により利用者目線か

ら相談しやすく分かりやすい相談窓口とな

ることや、「市民相談」として広く相談を受

け付けることで潜在的な相談需要が把握で

きること、相談証明の発行から証明が必要

な手続までを本庁舎内で迅速に対応でき相

談者の負担軽減に資することなどから窓口

をくらし安心課に変更したところでござい

ます。 

現在 B 評価の取組につきましては、改善

を図るよう、検討してまいります。 

調査につきましては、平成２９年に市民

意識調査を実施した際には、あいパルが男

女共同参画の推進拠点であることを知って

いる人の割合は 16.5％で、戸田市男女共同

参画推進条例を知っている人の割合は

3.0％という結果で、次回の調査は来年度を

予定しております。 

そもそも目標値が低い。長期計画である

のはわかるが、分母がわからないので、目

標値が少なく見えるのだろうか？ 

（例えば、（資料１）Ⅳの 14 の（目標値）

14％とか） 

目標値において市民の意識に係る項目な

どは、性質上飛躍的な向上がたいへん困難

であることから、当初値をベースとしつつ

着実に向上を図っていくことを想定して目

標値を設定しております。 

市営住宅入居支援について、抽選結果を

待つことのできない緊急を迫られている方

市営住宅は命の危険があるような緊急を

迫られている方を対象としている施設では
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もいると思います。優遇措置の改善をして

ほしい。 

人権花運動について、市内 12校で取り組

む予定はありますか。 

なく、そのようなケースでは専用の施設に

つなげております。 

人権の花運動は、１年３校ずつ実施し、

４年間で全１２校が実施できるよう取り組

んでおります。 

 
 
（２）パートナーシップ・ファミリーシップ届出制度におけるパブリック・コメントの

結果について 
委員からの質問 回答 

ご意見を拝読して制度を導入する良さ

（必要性）むずかしさを実感しました。近

隣自治体との連携、メッセージの発信、周

知、啓発が大切。一人でも多くの方が理解

し、寄り添う社会になればと思います。 

制度の理解促進を図るため、周知・啓発

に努めていく予定でございます。 
また、他自治体との連携についても検討

してまいります。 
 

すでに制度を利用している自治体との意

見交換を重ね、制度の広がりだけでなく、

LGBT への理解を更に広げていきたいと思

います。 

たくさんの人がパートナーシップ・ファ

ミリーシップに関心があるのですね。 
市民にとって良い制度になる事を期待し

ます。 
６名の方のパブリック･コメントを歓迎

します。性的マイノリティを含む男女共同

参画に関連する社会的課題に対して、戸田

市自身が主体的な関心をもって取り組むこ

とを期待します。 
選択制夫婦別姓や同性婚の問題について

も、戸田市自身の見解や意欲を表明してい

くべきではないでしょうか。 

選択的夫婦別性や同性婚については、情

報の収集に努めていくとともに、いただい

たご意見を今後の参考とさせていただきま

す。 

資料３に記載の 9・10・11 の様な意見が

出ると想定しておりました。資料４に「事

実婚」は法的にも認められていない等の注

意説明書きがあるとよかったのではと思い

ました。（あっても意見は出たでしょうが） 

本制度は、性的マイノリティの困難や生

きづらさの軽減を図り、性の多様性に対す

る社会的理解を促進していくための施策と

捉えているという前提があったことから、

事実婚についての注意説明書きは設けてい

ないところですが、いただいたご意見は今

後の参考とさせていただきます。 

 


